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国内出願案件を審査する時の発明審査基準（審査の観点）と評価
　　　　　　　

平成　　年　　月　　日
創作物（発明等）の名称：
代表発明者の所属部局名、職名、氏名：
発明審査基準と評価
	項目
	基準
	評価

	１
	本発明は職務発明として認めてよいか。
	はい、　いいえ


	２
	発明の目的とその目的達成の程度（効果）はあると思われるか。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	３
	目的（課題）及びその達成度（完成）が現在または将来、社会のニーズに適合する（産業上利用できる）可能性があると考えられるか。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	４(*)
	他の技術と同一、又は類推できるものとは思われないか。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	５(*)
	本発明は公知の知識や文献の記載等から簡単には思いつかないものと考えられるか。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	６(*)
	第三者の権利侵害の発見、立証ができると思われるか。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	７
	本発明は完成していると思われるか（なお、「完成」とは、発明の課題が実際に、具体的に解決できたことである）。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	８
	戦略的見地から、この発明は出願すべきと思われるか｛なお、「戦略」とは、外部資金導入、大学の戦略（有償譲渡を含む）、研究者の戦略等をいう｝。
	はい、　いいえ、 

どちらとも言えない

	総合評価
	本発明の国内出願に関する総合評価
	①大学として出願する、　　②ﾉｳﾊｳとして保有する、

③発明者へ返却する、
④大学が有償譲渡する（大学から出願しない）


【注記】1) 上記１が職務発明審査の項目、上記２～８が承継審査の項目に該当します。
2) 上記２～５のうち、いずれかに、「いいえ」と思われる項目があれば、原則として出願
しないと判断して下さい。
3) 上記で(*)印の付いた項目は、予め、知的財産センターが判断して記入する項目です。
4) 発明者から任意譲渡の申し入れがあった案件については、上記２～８の承継審査を行います。

	種別
	国内出願可否の取り扱い

	大学単独出願
	大学の意向で決定する

	共同出願
	相手が費用負担
	相手（企業等）の意向を尊重する

	
	持分に応じて費用負担
	相手（企業等）の意向を考慮する

	出願前に有償譲渡
	大学からは出願しない

	    出願後に有償譲渡の約束
	相手（企業等）の意向を尊重する


5) 以下の審査の観点も考慮願います。
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